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P − 241　　 ヒ ト卵巣癌の腹膜播種におけるFSH

とFSH 受容体（FSHR ）の意義
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P − 242　　 Estrogen　Rcceptor陽性卵巣癌 の 臨床

病理学的検討
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［目的1 我 々 は，FSH はFSHR を介 して上皮性卵

巣癌の 増殖を促進し，その sec 。 nd 　mes5enge ， と

してPr・tein 　kinase　C が関与し．卵巣癌におい

ては正常卵巣 とは異なる細胞内情報伝達機構が

作動する こ とを報告して きた．一
方腹膜播種は

卵巣癌の 主な進展形式で あり予後不良の一
因と

なっ てい る．今回卵巣癌の 腹膜播種における

FSH とFSHR の役割に つ い て ヒ ト漿液性卵巣癌

細胞（HRA 細胞）とヒ ト卵巣癌組織を用い て検討
した．［方法】HRA 細胞をRPMI 　1640 培地で培

養し，1）ヒ ト羊膜での細胞増殖とFSH の影響，
2）autocrine 　motility 　factor　receptor （AMFR ）

の 発現とFSH の 影響を検討 した．さらにHRA 株，

卵巣癌症例（n ＝＝10）の原発巣，腹膜播種巣にお け

るFSHR の発現（cDNA 　562 −870 を増幅）をRT ．

PCR 法で検討した　［成績】1）HRA 細胞はFSH

の添加（n 黷5）に より基底膜 を破 り緻密層へ 浸潤

したが FSH の 非添加（n ＝5 ）では浸潤はわずかで

あっ た．2）HRA 細胞のAMFR 発現は FSH で 増強
した．3）HRA 細胞 はFSHR 　mRNA 陽性であ っ た
4 ＞原発巣，播種巣におい てFSHR 　mRNA の発

現を認め、播種巣における発現陽性率は原発巣

より高頻度に認められた．　　 1結論1FSH は

FSHR を介 して卵巣癌細胞の浸潤性を増加させ、
その 作用に はFSH によるAMFR 誘導の 関与が示

され．FSH は増殖促進作用のみならず癌細胞の

浸潤 ・転移性の獲得に も関与す る可能性が示唆

された．また播種巣で高率に FSHR が認め られた

こ とは．FSH がFSHR を介 して腹膜播種の 機構に

関与するこ とが示唆された

　［目的］Estrogen標的臓器で ある子宮や 乳腺 はそ

の 発育が Estrogenに よ りコ ン トロ ール され、こ れ

らの ホル モ ン 療法は EstrogenReceptor（ER）の 有無

が治療効果、予後に影響する。卵巣は 、Estrogen

を産生分泌するに もかかわ らず 、 卵巣癌の
一

部 は、

ER 陽性で ある こ とが明 らかに なっ た 。 そこ で 、

ER 陽性卵巣癌の頻度を検討 し、そ の意義に つ い

て も明らかにする 。

［方法］卵巣癌 16例 の 凍結切片に 、 抗ER モ ノ ク

ロ
ー

ナ ル抗体（Dainabott）を用 い て免疫染色 をお こ

な い 、同時に 、 組織 の ER 量をDextran −Coated

Charcoal　Method （DCC ）法に よ っ て 測定 した 。

　次に、集積 されて い る卵巣癌組織 パ ラ フ ィ ン 切

片 に熱処理 を加 え ER の 抗原性 を回復させ 、 免疫

染色 を行 っ た 。

［成績 ］免疫組織化学的 に は、漿 液性腺癌組織 の

36 ％（4／11）、 粘液性腺癌 の 50％（1／2）、 類内膜癌

の 67 ％（2 ／3＞が 陽性像 を示 した 。こ れ らの組織 は

DCC 法では 7fmo1／mg ．protein以上 の 測定値 を示 し

た 。

　パ ラ フ ィ ン切 片に よる検討で は 、漿液性腺癌 で

31 ％ 、粘液性腺癌 で 18 ％ 、 類 内膜癌で 7896が陽

性であ っ た 。

［結論1 生理的に Estrogenを産生、分泌す る臓器

か ら発生 した癌組織 に高頻度に ER が 存在 する こ

とを明 らか に した。この 事実は、卵巣癌にお い て

Autocrineな い しParacrine増殖調節機構が存在 し、

卵巣癌の 内分泌化学療法 の 有効性 を示唆した。と

くに 、 類内膜癌が高い 陽性率 を示 すこ とか らこ の

腫瘍 の 組 織発生 に注 目した 。 抗 ER 抗体を用 い た

免疫組織化学的検討は、卵巣癌 の 治療法の 選択に、

極め て重要な情報 を与える可 能性 をえた 。
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